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必要な機能を自由に組み合わせ

︱
日
銀
京
都
支
店
編
︱

　

４
月
の
京
滋
地
区
の
景
気

は
、
改
善
傾
向
が
強
ま
っ
て

い
る
。
個
人
消
費
や
観
光
、

設
備
投
資
な
ど
の
回
復
が
順

調
に
進
ん
で
前
年
度
を
越

え
、
景
気
の
持
ち
直
し
を
裏

付
け
る
。
日
本
銀
行
京
都
支

店
が
６
月
に
発
表
し
た
。

　

支
店
に
よ
れ
ば
、
個
人
消

費
で
は
主
要
小
売
業
販
売
額

が
前
年
比
４
・
９
％
増
と
改

善
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

京
都
地
区
の
百
貨
店
販
売
額

は
19
・
７
％
増
、
ス
ー
パ
ー

販
売
額
は
０
・
４
％
の
微
増

と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
乗

用
車
の
新
車
登
録
台
数
は

16
・
８
％
減
と
マ
イ
ナ
ス
が

１
月
か
ら
続
い
て
い
る
。

家
電
販
売
額
も
２
・
０
％

の
微
減
。

　

観
光
分
野
は
市
内
の
主

要
ホ
テ
ル
宿
泊
客
数
が

14
・
４
％
と
緩
や
か
な
増

加
が
続
い
て
い
る
。

　

設
備
投
資
も
回
復
傾
向

に
あ
る
。
３
月
の
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
・
研
究
開
発
を
含

む
設
備
投
資
額
は
22
年
度

を
６
・
７
％
上
回
る
見
込

み
。
24
年
度
は
０
・
１
％

減
と
、
前
年
度
並
み
を
想

定
す
る
。

　

住
宅
投
資
は
80
・
２
％

増
。
公
共
投
資
は
工
事
請
負

金
額
（
５
月
）
が
市
の
案
件

減
少
を
背
景
に
、
28
・
９
％

減
と
な
っ
て
い
る
。

を
０
・
０
１
㌽
下
回
っ

た
。
雇
用
保
険
被
保
険
者

数
は
前
年
か
ら
０
・
１
％

上
回
っ
た
。
物
価
は
消
費

者
物
価
指
数
（
生
鮮
食

品
を
除
く
）
が
原
材
料
高

で
２
・
３
％
上
昇
し
て
い

る
。

京
滋
の
景
気
、回
復
基
調
に

４
月 

自
動
車
は
４
カ
月
連
続
減

　

生
産
は
緩
や
か
に
改
善

し
て
い
る
。
電
子
部
品
・

デ
バ
イ
ス
は
低
水
準
だ

が
、
汎
用
・
生
産
用
・
業

務
用
機
械
は
高
水
準
で
推

移
す
る
。
輸
送
用
機
械
は

持
ち
直
し
、
窯
業
・
土
石

は
弱
め
、
化
学
は
横
ば
い

圏
内
と
な
っ
た
。
和
装
関

連
は
低
水
準
の
生
産
が
続

く
。

　

有
効
求
人
倍
率
は
前
月

　

損
害
保
険
会
社
と
の
団
体
協
約
の
締
結
に
向
け
た
交
渉
、
中
古
車
販
売
大
手
の
不
正
を
受
け

た
事
故
入
庫
に
関
す
る
慣
例
の
見
直
し
︱
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
重
大
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
向
き
合

う
自
動
車
関
連
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
、
車
体
整
備
業
界
を
お
い
て
他
に
あ
る
ま
い
。
近
畿
自
動
車
車

体
整
備
協
同
組
合
連
合
会
会
長
で
京
都
府
自
動
車
車
体
整
備
協
同
組
合
理
事
長
の
大
嶋
明
氏
は

「
見
え
て
き
た
事
業
者
共
通
の
課
題
や
悩
み
を
し
っ
か
り
と
解
決
し
、
そ
れ
を
組
合
の
団
結
に

結
び
付
け
る
だ
け
」
と
言
い
放
つ
。
全
て
は
「
組
合
員
に
『
入
っ
て
い
て
良
か
っ
た
』
と
言
っ

て
も
ら
い
た
い
」
が
た
め
だ
。

　

こ
の
団
体
協
約
と
は
言
う

ま
で
も
な
く
、
今
年
３
月
31

日
時
点
の
指
数
対
応
単
価
を

全
組
合
員
一
律
で
17
・
５

％
以
上
引
き
上
げ
る
こ
と

を
趣
旨
と
す
る
も
の
。
一
連

の
動
き
は
、
昨
年
３
月
の
国

会
質
疑
に
端
を
発
す
る
。
損

保
会
社
と
車
体
整
備
事
業
者

の
取
引
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
、
政
府
か
ら
大
手
損
保

に
対
し
適
正
化
を
促
す
方
針

が
示
さ
れ
た
。
今
年
に
入
る

と
、
金
融
庁
か
ら
損
保
側
に

打
診
が
あ
っ
た
上
、
公
正
取

引
委
員
会
も
団
体
交
渉
に
関

し
、
組
合
員
に
大
規
模
事
業

者
が
含
ま
れ
な
い
こ
と
を
前

提
に
、
独
占
禁
止
法
上
問
題

と
な
る
も
の
で
は
な
い
と
す

る
見
解
を
公
表
。
業
界
に
と

っ
て
は
、
ま
さ
に
「
風
穴
」

が
空
い
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　

次
に
焦
点
と
な
っ
た
の

が
、
公
取
の
言
う
「
大
規
模

事
業
者
」
の
取
り
扱
い
だ
。

京
都
の
組
合
員
で
は
、
11
社

が
こ
れ
に
該
当
す
る
た
め
、

京
車
協
は
今
年
の
総
会
後
、

順
次
対
話
を
重
ね
、
従
来
の

組
合
員
の
枠
組
み
と
は
別

の
所
属
区
分
に
全
社
移
行
す

る
方
向
で
す
で
に
合
意
に
至

っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
大

嶋
氏
は
「
臨
時
総
会
で
定
款

変
更
し
て
か
ら
の
話
に
な
る

が
、
京
都
は
問
題
な
く
進
め

ら
れ
る
と
思
う
。
ど
の
事
業

者
も
単
価
に
は
納
得
し
て
お

ら
ず
、
悩
み
は
一
緒
」
と
話

す
。
こ
の
先
、
交
渉
は
日
本

自
動
車
車
体
整
備
協
同
組
合

連
合
会
に
げ
た
を
預
け
る
格

好
と
な
る
が
、「
個
人
的
に

は
、
日
車
協
連
が
現
在
検
討

中
の
諸
制
度
を
組
み
込
ん
だ

算
出
指
標
が
望
ま
し
い
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
組
合
に
と
っ

て
は
追
い
風
。（
協
約
締
結

後
の
）
報
告
を
待
ち
た
い
」

と
の
姿
勢
だ
。

　

教
育
分
野
に
も
強
い
思
い

入
れ
が
あ
る
。「
新
技
術
に

つ
い
て
は
、
岩
本
宏
成
教

育
・
環
境
・
調
査
研
究
委

員
長
を
中
心
に
力
を
注
い
で

い
る
。
８
月
下
旬
に
は
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
も

行
っ
た
。
人
と
人
と
が
つ
な

が
っ
て
い
け
る
こ
う
し
た
事

業
は
極
め
て
意
義
深
い
」。

研
修
会
を
コ
ア
事
業
に
据
え

る
中
で
、
同
氏
が
描
く
の

は
「
近
畿
合
同
」
や
「
他
府

県
乗
り
合
い
」
で
勉
強
会
を

運
営
す
る
広
域
構
想
だ
。
現

に
、
今
年
２
月
の
近
車
協
連

主
催
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
お
よ

そ
１
０
０
人
の
同
志
が
集
っ

た
。「
車
協
に
は
皆
が
意
見

を
出
し
、
技
術
の
提
供
も
惜

し
ま
な
い
と
い
う
熱
い
土
壌

が
育
ま
れ
て
い
る
し
、
研
修

の
運
営
上
、
共
有
化
す
れ
ば

減
ら
せ
る
負
担
や
工
程
も
あ

る
だ
ろ
う
」。

の
有
用
性
が
議
論
さ
れ
て
き

た
事
業
者
間
連
携
に
関
し
て

は
、
数
年
前
に
実
施
し
よ
う

と
し
た
エ
ー
ミ
ン
グ
（
セ
ン

サ
ー
類
の
補
正
）
の
支
援
事

業
が
組
合
内
で
根
付
か
な
か

っ
た
実
態
を
踏
ま
え
、「
手

数
料
だ
と
か
組
合
を
介
し
て

だ
と
か
、
が
ん
じ
が
ら
め
の

施
策
は
必
要
な
い
」
と
の
見

方
。
組
合
員
の
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
が
強
固
な
も
の
と
な
る
環

境
さ
え
整
備
し
て
お
け
ば
、

お
の
ず
と
業
者
間
連
携
は
生

ま
れ
る
と
い
う
見
立
て
だ
。

　

人
材
難
対
策
で
は
、
整
備

カ
テ
ゴ
リ
ー
で
先
行
す
る
外

国
人
技
能
実
習
生
や
特
定
技

能
１
号
外
国
人
の
実
効
性
を

説
く
。「
工
場
規
模
に
も
よ

る
が
、
今
後
の
経
営
に
外
国

人
材
は
必
須
だ
。
社
内
の
雰

囲
気
も
良
く
な
る
」。

　
　
　
　
　

◇

　

大
嶋
明
氏
（
お
お
し
ま
・

あ
き
ら
）
…
１
９
７
３
年
生

ま
れ
、
51
歳
。
趣
味
は
お
笑

い
番
組
の
鑑
賞
と
ネ
ッ
ト
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
。
座
右
の
銘
は

「
楽
観
的
に
構
想
し
、
悲
観

的
に
計
画
し
、
楽
観
的
に
実

行
す
る
」（
京
セ
ラ
・
第
二

電
電
創
業
者
、
稲
盛
和
夫
氏

の
言
葉
）。

トップインタビュー
この人に聞く 重大

な
使
命
果
た
し
求
心
力
へ

近
車
協
連
会
長

京
車
協
理
事
長

大
嶋 

明
氏

損
保
と
団
体
交
渉
に
臨
む

指
数
対
応
単
価
引
き
上
げ

　

一
方
、
中
古
車
販
売
大
手

の
問
題
の
余
波
で
、
入
庫
量

が
減
っ
た
、
ま
た
は
台
数
に

さ
ほ
ど
変
化
は
な
い
も
の

資
格
や
コ
ン
プ
ラ
も
焦
点

業
者
間
連
携
や
人
材
難

教
育
関
係
は
広
域
化
描
く

　

と
は
い
え
、
車
体
整
備
業

を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、

ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
す
ば

か
り
だ
。
か
ね
て
か
ら
、
そ

の
、
事
故
修
理
が
一
次
請

負
か
ら
二
次
請
負
に
な
っ
た

︱
な
ど
の
影
響
が
広
が
っ
て

い
る
。
同
氏
は
「
損
保
か
ら

も
不
正
請
求
が
な
い
か
、
し

ば
し
ば
チ
ェ
ッ
ク
が
入
る
。

特
定
整
備
に
し
て
も
そ
う
。

経
過
措
置
が
終
了
し
て
か
ら

は
、
未
認
証
行
為
に
あ
た
る

作
業
を
行
わ
な
い
よ
う
、
各

所
か
ら
指
示
が
来
て
い
る
よ

う
だ
。
封
印
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
も
多
い
」
と
明
か

す
。
た
だ
、
そ
れ
が
好
影
響

を
及
ぼ
す
面
も
あ
る
。「
こ

れ
ま
で
資
格
取
得
な
ど
を
こ

ち
ら
か
ら
強
く
呼
び
掛
け
る

必
要
が
あ
っ
た
が
、
今
で
は

ど
こ
も
危
機
感
を
持
っ
て
い

る
。
な
ら
ば
、
そ
れ
を
お
手

伝
い
す
れ
ば
良
い
」。

ビジョンを語る大嶋会長・理事長


